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昭和41年3月日第9号

NORCニュース

社団法人日本外洋帆走協会
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所 感 会長関谷健哉

地球上から打上げられたロケットが、計算どおり金星にまで命中した事実に鑑

み、そうはいえないでしょうが私は、地球の軸がいくらかひん曲ったような感じ

を抱きます。異常気象もさることながら何かが狂っています。全日空機以来相つ

いで起った事故も、遠因はそんなところにあるみたいで、人間の知識や経験では

避け得なかったのではないでしょうか。とはいうものの私たちは人事を尽して天

命をまつしか手はありません。すべから〈あらゆる事故を他山の石として、すな

おな態度で大自然に立向いたいものです。そうするととによりおおらかに潮気を

身につけることにしようではあり在せんか。
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昭和41年2月21日

会員各位

社団法人日本外洋帆走協会

会長関谷健哉

第3回通常総会終了報告

当協会第3回通常総会は定日定時開催、第1号議案より第5号議案迄異議なく

承認されましたことをご報告致します。

なお第4号議案役員改選、賛助会員推薦の件は下記の如く決定致しました。

一

関谷健哉

古屋徳兵衞

秋田博正

飯島元次

則武勝馬

横山 晃

渡辺修治

久保田正敬

外山賢三

関根久

大儀見薫

野本謙作

松本水哲

津田郁太郎

願川三郎

野本誠三

岡

長長

副会長

副会長

専務理事

常務理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

(関東支部）

〃

〃

〃

召＝

〃

〃

（内海）

〃

〃

″
″
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理事大橋郁夫（東海）

理事角田博〃

理事丹羽由昌〃

理事井上正春（京都）

監事富永弘

監事士肥勝由
｜
〔
り
ゞ
ｎ
ｒ
菫
に
に
Ｌ

賛助会員財団法人日本海事広報協会殿

北川次郎殿

（東京高等商船学校卒業、航海弓||練所教授）
へ

新役員一同は、協会の発展と会員の利益の為に鋭意努力致す覚悟にございます

が、皆様のご協力を併せてお願致します。

春一番、立春も既に過ぎ帆走の好季節は一歩一歩と近ずいています。

皆様のご活躍とご自愛をお祈りいたし玄す。

第3回通常総会及び関東支部総会終了

通常総会の報告は別紙報告書の通り全議案は異議なく承認され、引続き関東支

部総会を開催、予算、決算、事業報告、事業計画を原案通り承認された。

主要議案について次の如く－部訂正決定しましたので報告致します。

◎第3号議案常任委員、監事、顧問選任の件
一

支部長古屋徳兵衞計測委員渡辺修治

顧問土肥勝由〃武市俊

監事富永弘レース委員大儀見薫

総務委員名和幸夫〃稲富敬

〃

河原昭三〃石原慎太郎

安全委負横山晃海事普及委員関根久
〃

田山英世〃落合公平

－4－



〆
－－~~－一一 言

水 路委員福永昭諸磯フリートキヤフテン

藤井哲博金原良一
〃

法規委員戸田邦司森村譲二

小田達雄小網代フリートキヤブテン
〃

横浜フリートキヤフ・テン 守屋克己

安岡信一名富英臣

横須賀フリートキヤブテン葉山フリートキヤブテン

J.T.UBBINK戸田雄之

油壺フリートキヤブテン江の島フリートキヤブテン

吉谷竜一島田武夫

。第2号議案事業計画の内、レース計画は別表の通り決定した。今后レースの

通知は逐一しませんから、申込期日に遅れません様特にご注意下さい。

◎候補生の呼称は準会員と訂正します。

ノ
Ｊ
Ｊ
一
つ
１
Ｊ
Ｊ

へ

◎ポイントレーースについて

ボイントレースの実施案は種々質疑もありましたが、ボイントレース委員会に

於てもよく審議し逐次改正していく様に一任されました。

◎神戸→横浜レースについては5月末までに結論を出すこととなっています。

第3回常任委員会開催

昭和41年2月28日（月）18．30より虎の門日本船舶クラブ会議室にて新
へ

編成委員により名和総務委員長司会のもとに開催した。

議題の主たるものは

1.昭和41年度安全検査施行に伴う安全検査委員の担当地域の発表。

1．1966年各レースの帆走委員長を決定した。

l.小網代、諸磯両フリート以外のフリートのキャプテンを選出した。

（小網代、諸磯以外フリートより、フリートキヤブテンの選出がなかった

為）

－5－



1.本年度上半期における常任委員会の開催日を下記のとおり予定発表し各委

員の出席の度合の便宜をはかった。

第4回～3月23日（水）18．30

第5回～4月15日（金）〃

第6回～5月17日（火）〃

第7回～6月14日（火）〃

◎安全検査を実施します

来る3月13日（日）、20日（日）、21B(月休日）、27B(B)の4

回、各フリート基地に於て安全検査を行います（本年度レース出場資格）。

安全検査申込用紙に検査料￥1，000を添えて申込下さい。現地にては受付を一
致しませんからご注意下さい。
～一

検査時間10．00～16．00迄

この指定日に検査を受けませんと、別途旅費その他要した費用を請求致し玄す。

検査申込先は安全検査申込用紙裏面参照願います。

安全検査委員の担当地域は下記のとおりです。

記

横浜フリート：村本信男045（64）5090

横須賀〃:WR.CHRISTIANSENO45(20)3725

油壷〃：池田亀之助（718）3156横山勝重（045）（51）1331

諸磯〃：落合公平（0426）（3）2111鈴木英也（501）5411

野呂光尊（491）9191（383）2835（自宅）へ

小網代〃：飯島征四郎（535）4561山下精一（0468）（2）4780

野村清（0468）（6）3131

葉山〃：小田達雄(212)6211五十嵐保夫(0468)(75)2670

江の島〃：高村孝（491）0111島田武夫(211)0920

佐藤和義（753）5626へ無線器機関係担当

閥電話番号は勤務先のものです。

り
り
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◎会費払込お願い

41年会費の払込をお願いします。

特別会員6，500（油壺記念碑基金￥500を含む）

晋通会負3，500（〃）

準会員（候補生）1，500（〃）

◎準会員（旧称候補生）で本年中に満20才になられる方はその期日より普通会

員への変更手続が必要です。その場合追徴会費として入会金￥5，000と年会

費差額￥2，000、合計￥7，000を納付願います（但し準会員年会費￥1500

既納の方のことです）

へ払込用紙を同封します。最寄の日本勧業銀行各支店叉は住友銀行各支店より振
込まれると手数料を要しません。

一
一
ハ
ー
刈
卜
七
コ
祠
刀

東京都港区芝琴平町35船舶振興ピル

金現

日本海事広報協会内

払込先

日本勧業銀行京橋支店

}日本外洋帆走協会銀行送金

住友銀行虎の門支店

払込最終期日は4月末日です。

空里
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376卯月S-油壺藤田一三6MOO|

377TAKIY－諸磯浦野純8M600

378白鯨一（長崎）江良新21′0〃

379AMIMB(W--I葉山小林秀一

380ふじS－小網代陳秀雄43〃11〃

381八丈Y一一油壺近藤碩之7M480

381一乗S一小網代李彩銘41′

溌離S//油壺馳XA28′へ382

3831TONGA''#(MM,n,26
L.COOPEIi

’

LOAOWNERCLASS FLEETTCFYACHT RIGSAILNO

一
一
／
し
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ｒ
ｒ
二
Ｉ
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＃

新 会入

6602加藤圭介東京都中野区栄町通り3－23伊藤敏男方（381）7582

6603石垣典郎東京都千代田区4－6（261）9702

6604高木通志神奈川県川崎市登戸200向ケ丘学生寮103号（044）91－3474

6605三科政美横浜市西区宮崎町6（045）23－0482

660‘※噌粥bk横浜市中区仲尾台69

‘‘，ｱ'糞田広男東京都港区西久際八幡町'，芝ﾏﾝｼｮﾝ内
6608福山和男東京都文京区向ケ丘1－12－7束大追分寮（811）2368へ

6609北jll清東京都世田谷区桜1-21-18(420)2483

6610※ 東京都町田市本町田3630－64（0427）32－8854小林秀－

6611小黒公一東京者|繕区赤坂青山2－33渡辺隆方（401）6933

6612井原和雄神奈川県三浦市三崎町/｣網代1516三浦81－4418

‘‘Ⅲヨ豐子喜弘埼玉県川口市青木町』',，
‘‘!‘：部芳明東京都大田区上池上町1，ｱ‘
‘‘Ⅲ，腎田守弘東京都台東区浅草橋｣-】§-ヨ（&‘Ⅲ)』‘ﾖｮ
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BILDEREngine Desginer，BLWL

熊沢時寛岡本造船

横山晃トーアヨツト

横山晃矢倉正弘

5M44|2MOOI1M40船外機3.5H>

6M2002M6341M550DIYA3H)

'8'」6〃‘'6:"’3'一時

一
一
、
ノ
１
Ｊ
二
Ｊ
１
１

BENZ

ijTE~sEL30H)渡辺修治加藤ポート31/8〃11/0"6/9"

,6M1432M3001M500YANMAR3H)横山晃岡崎造

130/ 7／654／75

~|21'8"8'2"4'9"YANMAR3flP,;AWYANMAR3訳’HARYANMAR3flP';AWDIN湘南ヨット8ノ2〃 4／9〃

員（41，3，5現在）

小網代｜フェニックス東海大学体育会海洋部（467）2211

日本ピストンリンク㈱（591）7411－8

束海大学体育会海洋部（467）2211

㈱朝日う．ラスチツク

サービスライフインシユランス（045）68－1907

日比谷ｲﾝ'一ﾅｼﾖﾅﾙｸｿーﾂｸ(501)職｝
へ東京大学学生

慶応義塾大学学生

i住友海上火災保険KK船舶部(272)3251

，慶応義塾大学病院（353）1211

寺田商店

慶応義塾大学学生

〃〃

小網代｜フェニックス

横浜TONGA

小網代竜王丸

〃 〃

横浜のぶちやん

葉山MAMBOW

諸磯シヤークⅦ

小網代利根

横浜のぶちやん

ノノ 〃

油 壺夕．モイ〃 〃
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・
Ｒ
Ｒ
子

彦
男
蓉
匙
皿
Ｅ
Ｅ
Ｃ
Ｅ

貞
秀
ゆ
睡
弘
Ｒ
Ｌ
Ｋ
頭
匪
皿
輝

野
本
本
地
“
皿
睡
、
駅
皿
村

Ｆ
皿
“
”

錨
上
鞄
藤
山
※
Ｍ
Ｒ
Ｊ

玉

東京都品川|ヌ渦反田5－108

束京都大田区南千束町208

中野区江古田4－39－14（386）2004

横浜市中区根岸旭台4－10（045）64－5385

〃中区本校1－579－2（045）20－3142

東京都港区芝伊皿子町33伊皿砂アパート（442）5988

横浜市中区本校1-579-2(045)20-3142

東京都三鷹市井の頭5－27－8（0422）43－6094

東京都目黒区_上目黒2－1973

東京都北区西ケ原4－45（911）4719

東京都品川区大井原町5303（771）2854

千葉県市jll市真間町1-18市川22-5454

埼玉県浦和市仲町3－6－16

東京都大田区北糀谷町318(741)2463

束京都大田区羽田3-16-5(741)8709

横浜市戸塚区中田町138

横浜市中区新山下町3－7（045）20－1505

横浜市磯子区滝頭3－13－27（045）75－7268

束京都目黒区上目黒7－1094（711）2233

束京都江東区深jll新大僑213(634)5351

横浜市、米軍基地米海軍病院気付（045）64－7474

6616

6617

6618

6619

662（）

6621

6622

6623

信
司
重
昇
久
松

真
邦
勝
青

浦
口
野
山
口

松
大
宮
沢
田
方

6624

6625

6626

6627

6628

6629

6630

6631

6632

|へ

÷

刀 佳広

※

李彩銘
PHILIPA

DRIPS

鎗

藤田行雄

鰭

飯島要治

村瀬哲夫

BETTIS.

VMRREN

6633

6634

6635

6636
へ
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慶 応義塾大学学生

ノノ 〃

日本不動産研究所研究部（434）4401

イースタンコンサルタント（582）7111

エヤーエツクスフ・レスインターナショナル、コウポレーシヨン

油
＝士舍_‘

宜巨 ターモイ

ノノ〃

Ⅳ
一
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｐ

光
Ｉ
Ｒ
Ｙ
Ａ
Ｌ
Ｋ

月
Ｆ

〃

〃

〃 ﾉノ

（408）7185

アモコプラスチックリザーチユ

セントジヨセフカレヂ学生

関根テーラー

航空自衛隊

日本大学学生

住友海上大学例倹KK総務部(272)3251

〃 〃 経 理部〃

〃 〃 総務部〃

〃 〃

三
の
外
吉
田

〃 〃

磯
ミヱ
目色 ロ －タス

〃

ロシナンテⅡ

MAMBOW

〃

〃

3．一

葉 山

〃 〃

〃 〃

麗油 壼
声．
『己］

東京都立大学理学部学生

官入パルプ製作所技術部（535）5571

〃

網

〃

乗
Ａ
月
Ⅱ
ぜ
ＹＶ

Ｇ

み
は
Ａ

Ｎ
Ｎ
が
ぼ
ｓ

Ｏ
－
Ｔ
卯
さ
だ
ｕ

代
浜

小
横
油
小

リクリエシヨナルコンサルタンツ

（045

関東学院中学学生

インターナショナル

）20－1505

壺

学生

村瀬商店（634）5351

網 代

横 浜
一

－11－
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住所・電話番号変更

※名当英臣‘勤務先(402）7551

岡田政典静岡県浜松市西山町88第二共済住宅H4

※;i:iITAK東京都中央郵便局私書函1451ヅﾔパﾝﾏｼﾅﾘー
田久保勝夫東京都目黒区三田37ノサカアロジオ302

蕊噂淵識;横浜市中区本牧元町283(0‘5)20-372‘
平出昭博（勤務先）商船ﾉ罐サービス㈱（501）0311

本間義雄（勤務先）相模トヨタ自動型槻（0427）72－4211

※五十嵐正彦豊島区長崎2－10－10（955）4794

2339

5529

3426

4499

4443

1208

2278

6190

5569

2307

0110

1212

1227

4486

三
の
内
吉
田

※三橋美智也，渋谷区神宮前1－1デパースマンション3階103
（404）8024

※西村真（勤務先）日本電気KK府中事業所(0423)61-8111
へ．

戸田邦司（自宅電話）（0465）47－4597

武市俊（自宅電話）（0467）83－7‘301
（勤務先）和光産業(045)68-1518-9

吉田秀（勤務先）仙台市東3－39住友仙台ビル住友商事㈱内
日本アルミニユームエ業㈱

鈴木元邦江戸jll区新小岩町3－2－2高橋荘内

1．

会 員種別変更

普通会員より特別会員へ

5565坂上彰一，（41．1．27）フェニックス

3381近藤頑之(41.1.11)八丈

特別会員より普通会員へ

4514細川保弘（41．1．27）フェニックス

船艇登録変更

6607奥田広男(41.2．3)竜王丸(No.305)

I

へ

1．

1

141

一土色一



一

京 都支部所属艇紹介

艇セール伽 名 オーナ一

Ⅱ
ア
テ
ア
ス
グ
ア
ナ
ス
上

ル
ビ
レ
ツリ
ア
ネ

フ

．
タ
ヤ
タ

ル

リ

ロ
イ
ー
ユ

ー
ク
ンル
以

フ
オ
ハ
マ
ア
フ
ノ
ダ
ジ

０
１
２
３
４
５
６
７
８

０
０
０
０
０
０
０
０
０

７
７
７
７
７
７
７
７
７

井上正春

松本輝男

川島正夫

安藤銃二

馬杉突三

真田値男

山添泰男

中川豊

上村晃

▲

再邑
■

◎香港～マニラレース参加艇の動静

「ふじ」

3月13日久里浜を出航し一路香港に向います。

乗員の方々は下記の諸氏です。

陳秀雄、飯島元次、獲辺修

志賀仁郎、前田勉、高野克

護治、星 郎
之志賀仁郎、前田勉、高野克己、鈴木康

「月光Ⅱ」

船艇は3月16日横浜港より英国P&OLINEの客船に積み込み、

‐
（

脆艇は3月16日横浜港より英匡|｣言'&OLINEの客船に積み込み、乗員の方

方の中、清水栄太郎、並木茂士、村瀬哲夫の諸氏は3月20日神戸港より同船

にて出発、土肥丈志、吉田秀、山本ゆみ子の諸氏は3月26日羽田より空路現

地に向われます。

皆さんNORCはえ抜きの方方でありますことは各只各位万々御承知の

ことでもあり、必ず好成績を収められることと信じております。

長途の航海の安全と御健闘を心から祈ります。

－13－
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◎NORCの帽章、腕章（ワッペン）の頒布について

かねてより御要望に接しておりました帽章と腕章（ワッペン）をこのたび用意

いたしました。

図柄は従来どおりのもので、仲々格調のたかいものです。本部にお申込み願い

玄す。

帽章＠￥500

腕章（ワッペン)@¥300

◎練習船日本丸便乗終了について

このたび企画し関係先の御厚意によりようやく実現いたしました。日本丸訓練
へ.

航海は32名の参加者のもとに、折からの荒天にも不拘全員無事、訓練所側の

御指導により数々の貴重な体験を修められたと参加者一同は異国同音に喜こび

有意義であった。次回開催の要望が早くも来ております。

◎月刊誌『海の世界」購読のおすすめ

当協会と密接な関係にあります。

財団法人日本海事広報協会出版部にて発行されている月刊誌「海の世界」は

最近「ヨット」についての記事を連載されてるばかりでなく、拡〈海事関係に

ついて有益な記事がもられておりさすので､海洋に親しまれる会員諸士の購

読をおすすめします。

毎月1日全国書店で発売定価￥180
へ

なお同協会出版部では3月10日日本船舶クラブ会議室にてNORC会員数名

出席の上「ヨット」座談会を開催されるとのことです。

－11．4－
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1966年度第1回湾内ポイントレース

今年度第1回ポイントレースは既報「66年湾内ボイントレース計画案」に従

い、下記の如く行われました。

日時：昭和41年1月30日（日曜）

スダート:0900

コ－ス:Nql(小網代一葉山一江の島一小網代反時計廻り）

コミツテイ：あきつき及びコンテツサグループ

成績は以下の通りです~。

4

着
順

NAMEOF

BOAT

TCF

＋

0．100

修 正順

所要時間位

セーノレ

Nu

得
点

フイニツシュ

時刻

角へ
考備

LOTUS781!12･35・03

CONTESSAI77712･36．06

LUNA

R6SSA78412．42．58

MossAm70013．10･53

高麗70913．11．34

sHARKX70613．22．11

AOLELEn70313･24･10

MUSE69713．35･07

飛車角69613．36．26

CONTESSAI68213･37･48

あきつき68313．39．35

PHOENIX68213．53･56

SEACROWN70613．58･09

卯月68014．00．11

1’355

2188

3310

4366

5374

6340

7361

8332

9346

10156

11324

12122

13353

141374

。
（
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1966年第2回湾内ポイントレース

第2回湾内ボイントレースは2月27日参加艇14隻内1隻は伴走にて行

われました。

スタート：0900

コ－ス:No.1小網代一葉山一江の島一小網代（反時計廻り）

コミツテイ：モサⅢ及びフェニックスグルーフ

レースは終始北東～北々東の風6～8米の中で行われ、成績は以下の通りです。

猶詳細については大儀見レース委員から一括して御報告がある予定ですが、レー

ス前夜ヨツテルにてポイントレース常任委員会を開催し、今回のレースより従来へ

のTCF+0．100を廃め、NORCのTCFをそのまゞ適用して修正時間を算

定する事とし~ました。

順得点

一耳百鳫位

SAILINAMEOF

NqlBOAT

着
順

修正

所要時間

フイニツシエ

時刻

TCF 備考

今回 累計

’
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
、
吃
岬
睦

］覇48
21942

51127

31616

6920

41317

7716

8613

1046

957

1127

1224

DNF11

LOTUS355

188

310

179

376

332

340

361

346

376

324

162

379

382

13．04．22

13．16．32

13．19．11

13．51．47

13．55．29

13．55．52

13．58．02

14．10．14

14．17．10

14．24．47

14．25．15

14．32．52

DNF

681

677

684

605

609

597

606

603

596

580

583

581

606

2．46．24

2．53．40

2．57．16

2．56．31

2．59．56

2．56．37

3．00．36

3．07．04

3．09．01

3．08．22

3．09．37

3．13．23

DNF

CONTESSAH

LUNA

ROSSA

CIRENA

麗
一
口
向

Ｘ
Ⅱ
角
月
Ｘ
Ｔ

Ｅ
１
Ｗ
Ｇ
Ｅ

Ｋ
Ｌ
Ｎ
Ｏ
Ｎ
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｅ
車
さ
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｒ

Ｓ
Ａ
Ｌ
つ
０
Ｍ
Ｙ
Ａ

Ｕ
Ｈ
Ｏ
き
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｋ

Ｍ
Ｓ
Ａ
飛
卯
あ
Ｐ
Ｍ
Ｆ

。
（

~｜一｜‐
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1966年湾内ポイントレース開催日程表

3月20日（日）落合

4月17日（日）関根

5月15日（日）石原

6月12日（日）大儀見

7月17日（日）金原

8月14日（日）森村

以下次号にて発表

（帆走委員長）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

（〃）

公平

久

慎太郎

薫

良一

讓二

（

も
４
『
■

◎熱海ランデブーの参加について

別表「レース一覧表」にも記載してあり言すが、開催の時期が海のシーズン

最中に当り言すので、田辺英蔵殿（蒼竜オーナー）より諸準備の都合上、早期に

参加人員数を報告される様申し越しありさしたから、5月15日（日）室でに

各艇毎に参加人員をとり含とめ参加料添えて御便宜の方法で本部にお申し込み

願います。

３
（
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一一戸
－ －

一

種‘，と｡※

‐塁一
歩し。
／・

Ｅ
■
学
的
『
巳
”（

Ｌ
》
．
（

『


